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＜球磨村（渡）／住民＞ 

 

日 時：令和２年１０月２３日（金）１５時３０分～１７時００分 

会 場：球磨村総合運動公園 

参加者：１６名 

 

【発言者①】 

 村議の〇〇でございます。 

 千年に一度といわれる災害が予測されておりましたけれども、これが現実の

ものになってしまいました。 

 千年に一度というスパンのなかで、それを経験することは、本当に現状であ

るのかという、そういう思いがあったんですけれども、現実にはそれが起こっ

てしまったというのが今回の７月の豪雨だというふうに思います。 

 球磨村はご存知のとおり、渡地区で球磨盆地があって、そしてその下流域は、

山が迫る球磨川沿線であります。また、それにそそぐ支流、それに急峻な山間

の中に点在する集落がございます。 

 こういった地形を考えたときに、今回の豪雨、とりわけ雨の降り方、３日の

９時から４日の９時まで、およそ約１２時間、この線状降水帯、幅も長さも全

て芦北地域から球磨盆地をすっぽり囲むような、そういった線状降水帯が居座

って、これだけ多くの被害が出ました。 

 私は、このことに最も注視をしたいというふうに思います。 

 千年に一度と言いながらも、明日、また明後日、本当に近い将来に再度こう

いった現象が起こることを十分に認識する必要があるんだというふうに思いま

す。 

 今、私が考えます治水の一つでございますが、この起きました現実、事実を

しっかりと自らの根本的な基礎とするべきだというふうに思います。当然です

けれども、このことからしか先には進めない。現実をしっかり受け止めること

は大事だというふうに思います。 

 そういう意味では、先ほど申し上げたように、１２時間もの間、長い降水帯

が迫った。このことが千年に一度と言いながらも、明日、明後日また起きる可

能性があるということをしっかりしていかなければならんだろうというふうに

思います。 

 １ページの今回の豪雨の降った地域が、４０年、５７年、令和２年というふ

うに記されております。 

 球磨川水系、ほぼそこに入っております。しかし、川辺川水系、こちらはど

ちらかというと少し離れたのか、これが、まず球磨川水系、川辺川水系が全て
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同じような濃い色になってしまうと、市房ダムと川辺川ダムをもし作った場合

に、その機能が果たしてできるのか、両ダムがしっかりと連携を取って治水の

ための効果がしっかりできるのか、このことを考えますと、私はこれまで取り

組まれてきましたダムによらない治水対策の取り組みを、最大限まで掘り下げ

て取り組む必要があるだろうというふうに思います。 

 とりわけ今回浸水をした住家の皆さん方の安心、安全を確保する意味では、

高台移転ないしは、住家を建てる場合には、高層階の家をぜひ提供できるだけ

のことを、自治体としては取り組むべきだろうというふうに考えております。

まずは、そのことを始めることが大事だろうというふうに思っています。以上

です。 

 

【発言者②】 

 球磨村村議会〇〇と球磨村商工会の〇〇をやらせていただいています。〇〇

といいます。 

 できますればこの資料の４ページをお開きいただければと思います。 

 私、このページの１と２の地区、渡の茶屋地区というところに生まれ育って

６９年生活をしてまいりました。 

 その間、昭和４０年、５７年と、多くの水害を経験しております。本当に今

回の水害は予想外の水害でありまして、朝４時ぐらいにはもう庭に来ておりま

して、それから濁流に追われながら避難をしたわけであります。今、この２番

の上のほうに国道があるんですけれども、そこに避難をしておりまして、濁流

を見ておりますと、この地区の２８戸のうち２５戸が被災をしまして、１４戸

の家が流されてしまいました。 

 幸いにも人的被害はなかったからよかったわけでありますけれども、本当に

この球磨村は地形的に考えてみても、この球磨川第２鉄橋の下流を考えました

ときに、川幅を広げることもできない。川底を掘り下げることもできない。本

当に岩盤が張っているわけでありますので、そういったことから鑑みたときに

人吉地区とか、そういった上流の浸水範囲を見たときに、その浸水範囲域を遊

水地と考えたとき、これだけの遊水地を利用しても球磨村の水害は全部防げな

いということであろうと思うんです。 

 そういったことを私も考えてみたときに、この茶屋地区１、２ですけれども、

こういったところにも危険区域の指定をしていただいて、言い換えれば集団移

転を促すとか、そういったことも必要ではないかなと思っております。 

 やはり私も何回となく水害を経験しておりますけれども、本当に水位があが

るスピードが早くて、逃げるのがやっとというような状況であります。 

 その隣の島田地区では、私は２階におりますといっておられた方が、もう腰
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の曲がった奥さんですけれども、本当に旦那さんはもうダメだろうなと言って

おられましたけれども、水は引きまして、今日来ておられますけれども、〇〇

さんが２階にあがられたら、天井を打ち破って、座っておられて、下までおん

ぶして来られて、私もたまたまそこにおりましたので、私の軽トラックに乗せ

て避難所に行ったんですが、ただ一言、怖かったと言われました。顔も本当に

泥まみれでありました。 

 そして、また、その元の位置に来ましたところ自衛隊のほうから、車を提供

してくださいというようなことでありましたので、何かなと思ってましたら、

その親戚の方が、やはりこれも〇〇さんが発見されまして、硬直状態で、本当

にかわいそうでありますけれども、自衛隊の方が私の軽トラの荷台に乗せまし

て、千寿園のほうに運んだんですけれども、そして玄関のところに置かれます

ので、かわいそうじゃないですかと、言いましたところ、それではロビーのほ

うにというところで入りましたところ、本当に入らんでよかったかなという思

いもしました。１４名の方が車椅子に座って、顔はきれいに拭いていただいて、

タオルを被せてありました。１４名の方ですよ。 

 そこの〇〇さんという方ですけれども、この私がお運びしたご遺体に向かっ

て、顔を拭いて、「なんであんたこぎゃん早く逝くとね」、本当にこういった悲

惨な体験はもうしたくありません。 

 そういったところで私の考えとすれば、ダムを含む治水対策、今まで遊水地

とか何かやってきても、こういう被害が出るわけでありますから、どうしても

いろんな、ダムを含んだ、どういうダムが予定されているのかわかりませんけ

れども、観光にも役立つような、安全面でも役立つような、多目的というんで

すかね。そういったダムを含んだ治水対策をやっていくべきではなかろうかと

思います。こういった意見、私も〇〇をしておりますけれども、あくまでも個

人の意見として捉えていただければと思っております。 

 本当に、もう嫌なんです。こういった災害で嫌な思い、嫌な思いというべき

かわかりません。本当に私の息子も消防団に入っておりまして、千寿園に行っ

たときには、「もう、（聞き取れず）流れて来らしたつばい」というわけですよ

ね。なぜかあの息子も何回となく、そういう今回の災害では人様の命に携わる

ような環境に置かれて、本当に精神的に大丈夫かなと思った次第です。これか

らは本当に隠された部分があるかなと私は思うんです。 

 こういった災害で、精神的に病んでおられる方が、おられるんじゃないかと、

自ら自分の命を絶つ人が一人でもおれば、こういった対策の意味もなくなって

いくんじゃなかろうかなと私は思います。 

 本当に国、県は素晴らしい施策を掲げていただいております。私も〇〇とし

て、新持続化補助金とか、なりわい補助金とかをしていただいております。本
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当に感謝をしますけれども、その持続化補助金も、もう来年の１月で締め切り

なんです。なりわい補助金も一緒です。結局はあっても使えないなら、無いの

と一緒なんです。 

 やはり、私も建築業をしておりまして、前のときにはグループ補助金だった

と思うんですが、それは被災した建物、保険が下りてても撤去はできたんです。

今度は保険が下りていれば保険分引きますよというようなシステムですから、

使いたくても使えない。かといって私も作業場も作りたい。道具も買いたい。

何百万、一千万近い道具になるわけですけれども、そういった持続化補助金を

利用したとしても、なりわい補助金を利用したとしても、今度は置くところが

ないわけです。 

 本当に絵に描いた餅になってしまうわけです。せっかくの国、県の施策とい

いますか。素晴らしい施策も死んでしまうわけでありますので、こういったこ

とも、締め切りを来年、再来年と、使えるような補助金にしていただければと

願っております。以上です。 

 

【発言者③】 

 村議の〇〇です。よろしくお願いいたします。 

 資料いただきました。１６ページの写真をちょっと見ていただきたいと思い

ます。これは堤防の写真でございます。これは昭和４０年、昭和５７年の過去

の大水害によって、この年代の写真の堤防ができました。 

 それで今回の水害によっては、約１．８ｍ、２ｍというものを越えてきまし

たので、今後堤防をお願いするには、やはりこの２ｍほどの堤防が必要ではな

いかというふうに思います。 

 それからもう一点でございますが、球磨村というところは、地形的に見まし

てほとんど山間部でございまして、平地がございません。それで、県のほうに

お願いをいたしまして、高台辺りにそういう平地の造成をぜひともやっていた

だきたいと思います。以上です。 

 

【発言者④】 

 私、３区の〇〇と申します。よろしくお願いいたします。 

 私の話は違った視点になるかとも思いますが、少し意見を述べさせてくださ

い。 

 ７月４日の当日、朝、異常な雨ということで、ちょっと地域を見て回りまし

た。 

 球磨川の堤防を歩きましたが、あと２、３０ｃｍのところで、もう球磨川が

超えてくるなというところを見届けて、自分たちも危ないということで引き返
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そうとしたところ、内水氾濫のほうが早かったです。 

 内水氾濫は小川です。千寿園のそばを流れている小川、あそこから一気に溢

れてきまして、帰るに帰れない状況で、ずっと迂回をしまして、山口地区のほ

うからずっとまた戻ったところに、なんとか帰り着いた状況だったんですけれ

ども、その後もちろん球磨川が堤防を越えてきましたけれども、非常に印象深

かったのは内水氾濫のほうが早かったというのが印象深かったということです。 

 先ほど線状降水帯の話ありましたけれども、もう十何時間にもわたって、ず

っと居続ける、球磨川に居続けてるという、そういった異常な気象が今後ある

のかないのか、あるんだったら、いずれあるのかというのは全くわからないで

すけれども、一つお願いしたいのは、いろんなダムがあるかないか、オール・

オア・ナッシングの議論が先行してしまって、ちょっとそれがどうしても少し

疑問に思うところであります。 

 もちろん最終的に決めなければいけないとは思うんですが、その前にいろん

な検証をして、いろんな方面からいろんな人の話を聞いたり、例えば瀬戸石ダ

ムに流木が詰まって、水が逆流して、神瀬地区のほうに流れ出たという話もあ

りますし、例えば山江村の山林の荒廃で、森林が治水能力はあるんだけれども

それがすごく衰えていて、いろんな意味で水を保つ力が弱まっているのではな

いかとか、そういったことも言われてますし、私たちが今話しているのは、今

現在の危機ということでもそうなんですけれども、やはり子どもとか孫の世代

の話をしているんです。 

 ５０年先の皆さん、というか私も含めて生きてる方は少ないかもしれません。

そういった話を今しているんですよね。 

 ですから、ダムということでいうと、すぐ賛成派と反対派に分かれて、五木

がそうですけれども、五木でも７割の人がいなくなったんです。ダムの話が持

ち上がって、ダムを容認して、その後、みんながいなくなってしまったと。今

観光で少し盛り上げてきてますけれども、そういったことも見ながら賛成と反

対に分かれて、親戚が、地域が分断されて、翻弄されて、そういった歴史とい

うのがあるということも一つ押さえておかなきゃいけないという具合に思いま

す。 

 私は、ダムは必ずしも賛成ではありません。 

 それはいろんな意味で、科学的な知見というのは素人ですからありませんけ

れども、やはり先ほど言ったようなことを総合的に勘案して、地域のこと、そ

れから環境のこと、川辺川の清流のこと、球磨川の清流のこと、そういったこ

とも全て勘案して、それから地域の主人公である住んでらっしゃる方、そうい

う方々の意見を丁寧にくみ取ったうえで、総合的にやっぱり判断していただき

たい。 
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 ですからこの１～２年で、すぐもう先行して決めてしまうというのはやはり

少し疑問に思います。ハード面というのも重要かもしれませんけれども、やは

りソフト面のほうで私たちの意識を変えるということで、やはり当日の朝見回

ったときにほとんどの方が家にいらっしゃいました。 

 なんで逃げないんだろうと私たちは話しながら、歩いたんですけれども、も

うほとんどの方が水があがってきてどうしようもないときになって、財布と携

帯だけを持って逃げられたというのが非常に多かったというように思います。 

 残念ながら亡くなられた方もいらっしゃったんですけれども、そういったソ

フト面で防災意識を高めるだとか、そういったことも同時並行でやっていかな

ければいけないという具合に思います。 

 そういったことで私が言いたいのは、作るか作らないかとか、そういった問

題だけではなくて、いろんな方向から皆さんの知見を併せて、検討していって

いただいて、何回も何回も意見を汲み取ってやっていければいいなというふう

に思います。ありがとうございました。 

 

【発言者⑤】 

 〇〇です。今回の７月４日の豪雨は、見たこともない光景でございました。 

 今回は早急な復興を急いでいただき、そして球磨村はメインのところは全部

浸かっておりますので、どうか高台の造成を急いでいただきますようお願いい

たします。以上です。 

 

【発言者⑥】 

 ６区の〇〇です。私の地域は、５ページになります、一勝地地区の中園とい

う集落になります。 

 では、紙に書いてきましたので、読み上げさせていただきたいと思います。 

 今回、災害において被災された方が大変な思いをされている中で、意見を述

べることは大変失礼なことと存じますが、今回、経験した思いを述べさせてい

ただきます。 

 私どもの中園地区は、国道２１９号線の道路沿いの家屋が浸水して被害を受

けました。 

 過去にも、増水をして国道沿いの家屋は流失したと聞いております。また今

回も一軒の家屋が堤防を越えて流失をいたしました。 

 河川改修に伴い、堤防は築堤されて安全度は増したと思っておりましたけれ

ども、今回は想定外の雨量で堤防を越えてしまいました。 

 浸水した家屋の持ち主からお聞きしたことは、堤防築堤の用地交渉に来られ

た係官から、これで安全との説明があり、承知したと聞いており、残念であり
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ます。 

 しかしながら築堤後、雨量時期には内水が発生して、数回となく消防ポンプ

等で排水作業を行って対応して参りました。 

 今回の災害も堤防を越えないものと思い込み、地区住民の水害対応が遅れた

部分があったと思っております。反省しております。 

 これからの対策は、想定以上の災害に耐え得る方策を練っていただくように

お願いしたいと思います。 

 また、先ほど〇〇さんも述べられましたように、ぜひ住民が納得するような

数値とかデータをお示しいただいて、いろいろな方策が万全にできますように

お願いいたします。 

 また、余談ではありますけれども、雨を降らせる実験は行われておりますけ

れども、叶えれば大量の雨を排除するような科学の力があればなと期待するも

のであります。以上です。 

 

【発言者⑦】 

 私はＰＴＡの〇〇です。よろしくお願いします。 

 私は治水対策というのは大事かとは思いますけれども、まずは被災された方

の生活再建と道路や橋の復旧、また学校再建等とインフラの整備は最優先にす

べきかなと思っております。 

 生活再建では、安心安全に生活できる場所の確保、球磨村の土地柄からして

山ばかりですので、思い切って山を切り開いて、代替地を整備して、そこに住

宅地だったり福祉施設、学校を作って、新しいまちづくりをするしかないと思

っております。 

 あと道路や橋の復旧に関しましては、ただいま復旧をしていただいて、被害

を受けたところは復旧をしていただいておりますけれども、私が最も重要と考

えてるのは、被害を受けてない道路がありますけれども、特に渡の栗林地区と

いうところから運動公園の入り口までの国道です。ここが寸断されたら球磨村

は孤立するんです。球磨村全体が。 

 ということで、新しい道路を作って、安全な場所に新しい道路を作ってほし

いというのはあるんですけれども、すぐ簡単にできる問題ではないので、まず

は先ほど言いました区間の安全確認の調査をしていただきたいなと思っている

ところです。 

 それと渡小学校の再建についてです。渡小学校も昨年の８月から１０月にか

けて大規模改修をして、きれいになったばかりでした。１年も経たないうちに

被害にあって、壊滅的な被害を受けて、今子どもたちは一勝地小学校のほうに

通っているんですけれども、現在の場所に再建というのは難しいと思います。
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学校をですね。ですので、高台に再建していただくことが望ましいのかなと思

っております。 

 渡小学校の再建も球磨村の復興計画と一緒に考えていただきまして、やはり

できるだけ早く、方向性を示していただきたいなと思っております。 

 最後に、渡小学校がこのままなくならないように、ぜひ再建をしていただき

ますようお願いをいたしたいと思います。以上です。 

 

【発言者⑧】 

 消防団の〇〇をやっております。 

 １、２、３分団を管轄しております〇〇といいます。よろしくお願いします。 

 まず、７月４日の豪雨のときには、私どもの地元首長と同じ集落なんですけ

ど、４ページの１、２、まさに激甚災害みたいなところの地区です。相良橋、

倒壊しましたけれども、そこのたもとで４０年はまだちょっと赤ちゃんでした。

５７年も経験しております。その間にも何回も水害を経験しているところなん

ですけど、まず５７年の災害で降水量ということで印をしてありましたけれど

も、私が避難するときには、もちろん、うちにも高齢者がいるわけなんですけ

れども、６人住まいですが、来ても５７年よりも上がらんものと思いながら避

難をしたわけですが、それよりも６メートルも７メートルも上に来て、屋根も

見えんような状態だったわけです。うちの前にある木造の家屋は、８棟から９

棟ぐらい流れていきました。 

もちろん〇〇さんが言われましたように、犠牲者はいなかったわけなんです

けど、洪水に慣れた地区なもんですから、ここまできたらもう避難するぞとい

うことで、皆さん避難して助かったわけなんですけれども、とにかく皆さんが

言われますように想像を超える雨量、それから洪水の量だったんですけど、私

は〇〇をしてますので、当然団員も心配でしたが、結局はライフラインといい

ますか、通信が全然途絶えてしまって、うちが管轄している千寿園の近くの分

団は２分団といいますけど、そこの分団でも団員、部長以下５、６名ぐらいの

対応で、千寿園のほうも、それから地域住民の避難誘導あたりをやってたわけ

なんですけど、とにかく通信が途絶えたことでだいぶん不安に思いました。 

 それから本部、役場との連絡も途絶えてしまって、全然携帯もつながらない

状態で、そういうのがやっぱりかなり心配でございました。 

 ２日、３日経つうちに、各分団のほうから各地区で地域住民の皆さん方の避

難誘導等はやっているということを聞いて、安心したわけですけれども、とに

かく道が、何度も言われますように、とにかく山間部が多いですので、孤立地

区がほとんどだったもんで、もちろん自衛隊さんあたりのヘリを使った避難誘

導で速やかにやったわけなんですけれども、どうやったら道が安心して通られ
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るようにできるのかなと、そこを早めの道やラインあたりの確保をしてもらい

たいと思います。 

 それから先ほど言いました、この浸水地域、球磨川にかかる橋梁がだいぶん

崩壊しております。ここに書いてありますように、相良橋とか、あるいはこの

上流にあります沖鶴橋、あの辺が早く仮橋でもいいから、早めに復興されると

三ヶ浦地区に住まわれる方などが通勤とか、いろんなのができるんじゃないか

と思います。とにかく時間がかかるということでございましたので、そこら辺

ですね。 

 あと、浸水した地域、早めの移転なり嵩上げなりを早急に行ってもらいたい

と思いました。以上です。 

 

【発言者⑨】 

 皆様こんにちは。元区長会の〇〇を拝命していました、〇〇と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 今日はテーマが、復旧・復興、治水のテーマでありましたので、それに沿い

まして、３点ほどのご要望とお尋ねなりをお話しさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、復旧・復興に関しまして、私どもの球磨村の住民は常にクエスチョン

を投げかけるんですけれども、スピーディーなアンサーがございません。 

 例えば情報の提供が一番なんですけれども、今、皆さんおっしゃっておられ

ます、復興のために建てていただきましたお家がたくさん出揃っておりますけ

れども、進んではおります。ところが２年後になったら、またさよならしませ

んといけません。その時に、どこに自分たちが住めるお家を作っていただくの

か何度も皆さんおっしゃってますけれども、高台の造成をお願いいたしまして、

速やかな、安心で仲良く家族共々に暮らせる家並みを作れる広がりをもった代

替地の確保を速やかにお願いいたしたいと思います。 

 その次に２点目が、治水対策のこともここに載ってますけれども、ご存知で

はないと思います。球磨村というのは、上からいきますと、馬氷川、小川郷、

千寿園がほとんど壊滅的な被害を受けましたのも、小川郷というのが、もう生

まれてこのかた見たことがないような有様でありました。 

 木が立ったまま流れてきました。「ああ、これは千寿園危ないな」。もう目の

前が千寿園なんですけれども届きません。道は崩壊しておりまして、歩くのが

やっとの村道です。ですので、村道が１本しかありませんので、もうそれが本

当に、悲しいくらい目の前で皆さんがやられていくのをじっと見ているしかあ

りませんでした。ですので、今も言いましたように、村道、いわゆる人が歩け

るくらいの道でもよろしいんですけれども、できれば軽トラが通れるような道
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をぜひぜひ早めに作っていただきたい。 

 私どもは、今日は〇〇さんも参っておりますけれども、４区という地域でご

ざいます。渡の駅から大槻までの集落、それが４区という、行政改革で７９集

落が２１行政区に再編がなされまして、以来このかた、常に道をどうにかして

いただきたいということをお願い申し上げておりましたけれども、もう本当に

何があっても一番大切なのは急病人を運びましても道がないと運べません。ヘ

リコプターで移動したらということもありますが、病院で透析をしていらっし

ゃる人たちがいらっしゃいました。皆引き上げるのはヘリポートがありません

ので、ホバリングをしていただきながら患者さんを避難所に送って、その避難

所から病院にお運びするという手立てでここまで来ておりますので、とにかく

常に地域に密着した地域目線でどうぞ行政の県知事さんもお見えでございます

ので、住民目線、田舎に住む人々の目線でこれからの復旧・復興、治水対策を

よろしくお願いいたしたいと思います。 

ちょっと説明不足でございましたけれども、時間が迫っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

【発言者⑩】 

 こんにちは、〇〇です。 

 まず最初に、このような機会を設けていただきましてありがとうございます。

被災後のご支援には本当に心から感謝しております。あと、ニュースのほうで

知事が日々、連日、住民の声を聴いているお姿を見ております。 

 私は１０月１日に県庁のほうに伺いまして、人吉の方たちと一緒に、ぜひ地

元の声を聴いてほしい、被災した私たちの声を聴いてほしいというお願いに伺

いました。そのときに担当者の方が、「もちろん知事もそのつもりでおりますの

で、今から計画しますので、待っててください」とおっしゃって、本当にこう

いう会を実現していただいたことに、本当にうれしく思っておりまして、ぜひ

多くの意見を聴いてもらって、復旧と復興にお力をいただきたいと思ってます。 

 私は球磨村の渡、島田地区に住んでおりまして、渡小学校のすぐ横に住んで

おりました。私は生まれも育ちも球磨村ではなくて、球磨村に移住してきて、

ちょうど今年で１５年目になるところでした。来てからしばらくは茶屋地区と

いうところに住んでおりまして、さっき〇〇さんや〇〇さんが言われてたその

地区に住んでおりました。茶屋地区では、球磨川が増水すると、内水が上がっ

てくるので、皆さん避難の準備がとても早くて、私は知らなかったんですけれ

ども、ここまで水が来たらこうするんだよということは地区の方が教えてくれ

ました。 

 その後に、８年前に今の渡小の横に移動したんですけれども、ここは平屋の
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村営住宅をお借りしておりまして、隣に村の指定の渡多目的集会所といって避

難所があったところです。 

 隣は小学校ですし、本当に住みやすいところで大好きな場所でした。子ども

が「お母さん、私たちはどこに避難をすればいいの」と聞いたときに、「大丈夫、

隣が避難所だから、ここにいれば安全だよ」と子どもに話していたんですが、

もし万が一水が来たときには、隣のちょっと高い小川地区というところに逃げ

ようと私は思っていたんですが、今回そのまさかが起こってしまいました。 

 屋根まで完全に水が浸かって、この前、家が壊れる前に測ってみようと思っ

て、屋根まで何ｍあるのかなと思ったら５ｍ１０ｃｍありました。ほぼ屋根が

見えなくなるところまで浸かってしまったんですけれども、今そういう水害を

体験しまして、避難している私の一番の願いは「被災前の当たり前の安心して

生活できる場所が欲しい」ということです。 

 球磨村が再生するためには、まずは何十年に一回にの洪水に対応できるダム

の話の前に、３６５日球磨村の人たちが日々安心して暮らせる場所について先

に検討していただいて、ぜひそこにお金を使っていただいて、皆が住めるよう

になってもらいたいなと思っています。 

 今回の災害で私が一番反省していることは、人間の勝手な思い込みです。さ

っき言いましたように「隣に避難所があるから大丈夫」とか「堤防ができてい

るから大丈夫」「排水ポンプがあるんだから大丈夫だよ」という、思い込みをし

ておりました。 

 だけど今回の被災では、避難所があってもなくても、堤防があってもなくて

も、市房ダムが上流にありますけれども、ダムがあってもなくてもある程度大

雨が降ると、大雨以外でも台風が来るとかわかっていれば、何が起こってもい

いように準備をして備えておくということが、どこに住んでいても必要だった

と、本当に反省しています。 

 うちの家は、６時ぐらいに玄関に水が入り始めて、９時半ぐらいには軒下３

ｍまで水が来たんですけれども、その時間ぐらいだったと思うんですが、「今か

ら１時間後に市房ダムが放流するかもしれないんだってよ」と周りの人が言っ

てたんです。でも、何にも放送もないですし、何も連絡もないまま、「本当なの

かな大丈夫なのかな」と思いながら、本当にこういう状態になったときに、ダ

ムの放流があるというのは怖いんだなというのをすごく実感しました。 

 そのときに首まで、首だけ出して避難している人とか、目の前には２階のベ

ランダでしがみついて救助を待っている女の人もいたんですね。その人たちに

皆で、「頑張れ」「もうすぐ助けが来るから頑張って」と、ずっと声をかけてい

たんですけれども、本当にそのときにもしダムの放流があったら、今回のこの

被害はこれぐらいでは収まらなかったんじゃないかなと思います。 
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 私は、１１年前の知事の判断は間違っていなかったと、正しかったと、今回

の被災を体験して思いました。私たちがこの災害で命を懸けて財産を失いなが

ら感じたことは「どこまで水が来るのか」とか、「水が来たときには流れがどう

なるのか」とか、「じゃあ、どこなら安全なのか」、これは、身をもって得た貴

重なデータなので、ぜひもっともっと詳しく検証していただいて、先ほども言

われましたけれども、これから先私たちよりも過酷な気象状況の中で、生きて

いかなくてはいけない私たちの子どもたち、子や孫たちのために、本当のこと

を伝えて、考えていただきたいなと思います。 

 「流域治水」という言葉を新聞で見ました。流域治水はやっぱり川と共に生

きる流域の住民と一緒に考えていただけないかなと思います。球磨川の本流は、

溜まっているものをすっきりさせて流す対策、支流は土石流から守る対策、そ

れから最後に住民はもっと意識を持って川を見て備える対策、「自分は関係ない、

大丈夫」じゃなくて、防災への本気の意識を持たなくてはいけないと思ってい

ます。 

 ぜひ、私たち生活の場がなければ何もできません。まずダムの話の前に、生

活の再建のご検討をお願いします。 

 安心して生活できる場所、住む場所を心から望みます。以上です。 

 

【発言者⑪】 

 球磨村の〇〇と申します。 

 まず今回の７月豪雨復旧へのご尽力、本当にありがとうございます。現在私

自身も、みなし仮設を利用していますので、本当に感謝しております。ありが

とうございます。 

 今回の豪雨で、千寿園の傍にある自宅が屋根まで浸水しました。そして、人

吉市の実家も床上浸水、さらには一勝地にある職場まで浸水するという三重苦

に見舞われました。 

 着の身着のままで避難したために、思い入れのある品々を全て失ってしまい

ましたが、それでも球磨川の傍で暮らしたいという思いは変わっていません。 

 他の被害にあわれた方々とお話していても、球磨川のことを悪くいう方はほ

とんどいません。「球磨川は宝」とおっしゃった知事の言葉は正しかったし、現

在もその認識は何ら変わっていません。 

 この流域では、川の傍で暮らすことでその恩恵を受けつつ、たまに溢れる川

とうまく付き合う術を受け継いできました。しかし、さまざまな治水対策が整

備されていくなかで、川との距離が遠ざかり、川との関係性が薄れつつありま

した。そんな中で発生したのが今回の豪雨災害です。 

 あの日、目の前で濁流が軽々と堤防を越え、家を飲み込んでいきました。私
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たちの油断もあったでしょうが、はるかに想像を超えた濁流を前にして、自然

の力の前では人間は無力だということを改めて思い知らされました。そして、

逃げ遅れた人々が、屋根の上などに避難している状況の中で知らされたのが、

市房ダム緊急放流の知らせです。この一報には、既にぎりぎりの状況に追い込

まれた私たちに、大きな怒りと絶望を生じさせました。 

 今回、この緊急放流は、たまたま全くの偶然で行われませんでしたが、地域

住民にもともとあるダムへの不信感がさらに高まったことは否めません。 

 今回の記録的な豪雨は、地球温暖化による一つの現象であり、いつ、どこで、

どのような規模で発生するか全く予想できません。ダムを作るために想定した

雨量を軽々と上回る雨が降る場合もあるでしょう。一番役立ってほしいときに

役立たないどころか、甚大な被害をもたらす大きな爆弾を抱えたような状態で、

安心できる生活が再建できるとは思えません。 

 私たちが一番危惧しているのは、来年またこの流域で降るのではないかとい

うことです。すぐにでも効果の出る対策を望みつつ、以下４点要望いたします。 

 １、国の検証結果は実際に被災した私たちの実感や多くの専門家の意見とも

違っているようです。地球温暖化により、さらなる激甚化が予想される豪雨も

考慮した上で、被災住民や異論のある専門家を参加させた形での再検証をお願

いいたします。 

 ２、検証の結果、提示される対策案について、その効果だけでなく、デメリ

ット部分、費用対効果、対策の完了時期などを明示してください。 

 ３、球磨川の沖鶴橋や相良橋が流出したことで、球磨川左岸の集落との行き

来が非常に不便になっています。以前から要望のあった球磨村八久保と人吉市

の大柿とを結ぶ道を、災害復興の一環として早急に作っていただけないでしょ

うか。できることなら国道２１９号のバックアップの意味も込めて、その大柿

からの道を鵜口まで延伸し、県道１５号線の未開通部分を完成させてほしい、

と思っております。 

 ４、この住民の皆様のご意見・ご提案をお聴きする会は、平日の開催であり、

なかなか参加することが難しい状態です。私も、やっと休みを取って参加しま

した。さらに、次世代の球磨村を担う子どもたちの意見も聴くべきだと考えて

います。さらなる意見を取り上げる場を設けていただくようお願いいたします。 

 以上です。ありがとうございました。 

 

【発言者⑫】 

 〇〇と申します。 

 私は今、ラフティング会社の〇〇という会社に勤めています。うちの会社も

全壊で、屋根付近ぐらいまで水が来て、当日４時前に会社のほうに行きまして、
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車等を移動させて、自分たちも逃げようとしたときには先ほどの３区の〇〇さ

んも言われたと思うんですが、内排水、内側から水が溢れてきて、まず線路の

ほうから水が入ってきた状態でした、ＪＲ肥薩線のほうですね。 

 まず私が今ラフティングを１９年やっているんですけど、この状態は初めて

でした。 

 今まではそこのポンプ小屋のところ、ポンプ車が出来る前は冠水はよくして

たんですけれども、それが追い付かないほど内排水が溢れてたのはもう正直感

じました。 

 それから小川のほうから逆流で入ってきたということでした。 

 その後、本来の球磨川の流れになってしまったというかたちではありました。 

 皆さんいろんなすごいことを言われているので、私はあまりそういうことは

言えないんですけれども、ラフティングを１９年間やってきて、球磨川、あと

川辺川のほうでもラフティングさせてもらってます。 

 私たちいつもラフティングを出るときには、水位計というのを見ています。

水位計を見ながらチェックして行ってるんですけど、ここ数年間その水位計が

めちゃくちゃ狂ってきていて、本来私たちが入って感じたときの水位より上が

っているんですよ。 

 ということは、土砂がかなり溜まっているということです。かなり溜まって

ます。なのでできれば今もうダムありきの話になってるんですけど、それを言

う前にまずはそういう河床掘削、今も大柿の横の土砂を見てもらうとわかると

思います。かなり溜まっています。あの状態が今も、川底にかなり溜まってき

ているので、本来私たち数年前までは、私が最初ラフティングでもまだぺーぺ

ーだったころ、めちゃくちゃ足が深いところだったところが、今はもう歩ける

状態です。ということは土砂が溜まっているということですね。 

 なので、先ほど１．８ｍ上がっていたというところが、河床掘削すれば問題

ないんじゃないかなと私は思っているんですよ。ただ、やはり大変なことでは

あると思うんですけど、そういう河床掘削、もしくは今弱ったところの堤防を

まず、すぐそういうところに手をかけてもらいたいなと思います。 

 今本当、ダムありきでいろんな首長さんがダムをということを言われていま

すけれども、本当に今、〇〇さんが言われたとおり、来年もしかしたらまたそ

ういう未曽有の洪水、今回起きたまではないかもしれませんけれども、何もし

ないと、そういう河床掘削とか堤防を嵩上げするとか、何もしなければまたこ

れ以上にすぐ、これぐらいの水が来なくても、ちょっとしたことですぐ水は上

がってくると思います。 

なので至急そういうところに手をかけてもらいたいのと、あと今私たち〇〇

はボランティア活動をもう３か月以上させてもらっていまして、私は災害ごみ
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をいろいろトラックに載せて、ごみ処理場に持って行っているんですけれども、

橋がないために相良橋の向こうの鵜口地区、川向こうの沖鶴橋の先にある地下

地区、片道３０分、４０分、一勝地のほうから回ってごみを取りに来てます。

なので仮橋を早く相良橋付近に作ってもらわないと、今度は公費解体が始まる

と、解体業者さんが一勝地から回ってまた戻ってこなきゃいけないという、か

なりの労働になりますので、私が今それすごく感じてます。片道４０分かけて、

ごみを取りに行って、乗せてということをやっていますので、やっぱりあとは

生活をされてる方たちが一勝地まで一旦戻って、この交通をまた人吉のほうに

戻るというかたちになりますので、そういうことをもう少し早めに生活の向上

をしていただければなと思います。 

 以上です。よろしくお願いします。 

 

【発言者⑬】 

 今回はありがとうございます。こちらに参加させていただいて、ちょっと今

ご意見を伺わせてもらったんですけれども、大変勉強になります。 

 私も〇〇というところでラフティングとキャリオニングとガイドのほうをし

ていますけれども、職場が球磨川と川辺川ということで、今話された〇〇さん

は僕よりも１０年くらい先輩ですので、僕は１１年目なんですけれども、１１

年のなかでも十分、川の形というのはどうしても毎年変わってしまいますので、

仕方がないことなのかなとは思うんですけれども、先ほどいわれた土砂の話、

土砂はどうしても溜まっていっているなという印象はとても感じます。 

この水害があった後に、私たちラフティングの会社でボートを持っているの

で、西瀬橋の復旧のボーリングのお手伝いをさせてもらったことがあるんです

けれども、あのとき西瀬橋の橋脚の横にボートをつけて、そこからずっと掘っ

ていったんですけれども、最初は少し水が多い時期ではあったんですが、３ｍ

ぐらいのところでまず土砂がありまして、そこから下の岩盤までどんどん堀り

進めていくんですけれども、８ｍくらいに達してもまだ岩盤につかないような

状態だったんですね。つまり土砂だとは思うんですけれども、どのぐらいの単

位の年数でそれが溜まったのかというのは、ちょっと私にはわかりませんけれ

ども、十分まだ、例えばダムありきで進める段階の前に、いろんなことをやる

ようなことはあるのではないかなとは思います。 

 先ほど、どなたか言われた山の保水力の話とか、もちろん１年２年３年でそ

れが検証できるかどうかというのはわからないと思うんですけれども、世界中

の例えばデータを調べたりとかすると、もしかしたら可能ではあるかもしれな

いですよね。 

 何よりも仕事が川ですので、一番懸念しているのは、川辺川ダムが出来てか
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ら球磨川の水量が減るということ。そうするともちろん浅くなると、実は川は

浅いほうが死亡事故は間違いなく多いです。深いほうがラフティングをしてと

ても安心してできるということと、何よりも自分たちはラフティングが人吉・

球磨の大きな観光の柱だというふうに勝手に自負しておりますけれども、その

若い人が楽しむようなものの魅力的なものが一つ失われる可能性があるなとい

うふうに思います。 

 やはり、ここから先の５０年、１００年先のことを考えていって、ダムが今

あって、１５０年後、１００年後、ダムそんなにあれじゃんという話にならな

いかなというふうに思うんですけれども、作ってしまったらもう取り返しはつ

かないし、ダムありきで考えたらダムありきでこの治水対策を進めていかなく

ちゃいけなくなるんじゃないかなと思うんですね。 

 例えば住民の人が５：５でダム反対・賛成だとしても、それでダムありきで

進めていって、それって地域としてはどうなのかな、ぎくしゃくしてしまうん

じゃないかなというふうに、勝手に思ってしまうんですけれども。 

 何よりも球磨村の住民の方が帰って来れるような、またここに住めるような

状況を第一に考えていただきたいなというふうに私は思います。 

 あとこのへんの産業ですね。球磨村の産業って、とてもそんなにたくさんあ

るようなものじゃないと思うんですけども、やはり川関係もしくは山、この２

大柱だと思うんですよね。だから非常に慎重に考えていただければというふう

に思っております。よろしくお願いします。以上です。 

 

【発言者⑭】 

 〇〇です。私は今まで経験したことやそれぞれ聞いたことを発表したいと思

います。 

 文章を書いてきましたけれども、話が前後するときもあるかもしれませんが、

そこのところはご了承ください。７月４日の豪雨これは私も６時ぐらいには起

きて、道に上がっていました。それでも高くはないだろうという感じはありま

した。水がですね。洪水が。 

 河川の氾濫、これはいろいろ河川の氾濫によって、今までが道より下の場合

は、話が変わりますけども昭和５７年度の水かさに合わせた計画がされておっ

たんです。 

 嵩上げしてから１０年ぐらいなりますが、その時は国土交通省が８０年に１

回は大きな水が出るというようなことを言われましたけど、今では１０年ぐら

いでやっとまだ道より下の洪水だと大したことはなかったんですよね。 

 それもいろいろ計画されて１ｍぐらいは高くしようとしてもらおうか、国が

一度したら二度としてくれないから１ｍくらい高くしてもらおうと私たちは思
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ったんですけど、今度の水は少しは早いから、床上ぐらいまでじゃないかなと

いうふうに考えておりました。 

 私はまだ道にきた時点では、道に水が来とったときがありましたので、それ

から舟を繋いだり、おばさんの家に行ったりしていましたが、おばさんが近く

にいるもので、息子さんが半身不随で足が本当にありませんので、そこにおっ

たんですけど、床上までは時間がある程度あったんですよね。床上に来てから

水が早かったです。そこは私がそこにおったからよかったですよね。 

 だけどそこにおらんと、そこの人たちが二人おりましたら、どうなっていた

かわからないと思いますが、自分は線路に立って、人間が線路に立って頭がか

ぶるような水かさでございました。今回の場合は。 

 道路からは３ｍ７０ｃｍぐらいは上がったろうと思います。できればそうい

う大きな水のときには、ダムの問題がいろいろ報道されておりますが、水を溜

めないダムであれば私も賛成します。 

 治水ですね。でもこの前のダムは水を溜めます。そして黒肥地の上ですかね、

あそこは１０ｍぐらいは高くありますが、そこで送水管を設けたり、そして田

んぼに水の出口を作ったり、そういうことを私は見てきました。 

 そこで水を出すなら相当あそこに水を溜めないとダメじゃないかと私は思い

ます。 

 今回の氾濫については、ダムがあっても食い止めはできなかったろうと私は

思いますが、水を溜めていれば、空っぽにしていれば問題ありません。そして

この間の台風のときにもテレビで報道がありましたが、やっぱり市房ダムとか

清願寺ダムとか早めに空けてあれば、今まで私は役場でも言ってきましたけれ

ども、だいぶん言ってきました。何故早めにしないのかと言ってきましたけれ

ども、これで今回は初めてだったと思いますが、試験的なのかどうか自分たち

もわかりませんが、大した水じゃなかったっですけど、も少しダムを作るなら

ば、もう少し考えてほしいなと私は思います。 

 それと市房ダムを作られたときには、球磨村は必要ないと、水をかぶらない

というようなことが言われております。 

 人吉まではサイレンが鳴りますが球磨村には鳴りません。なのでだいぶん区

長会のときも言ってきましたけれども、今は無線時代でしょう。無線時代です

ので、できればサイレンが鳴るようなシステムにしてほしいなと私は要望する

ところでございます。 

 私はダムを作るならば、水を溜めないダムならば賛成する。前は反対でした。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【発言者⑮】 
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 〇〇と申します。今日はこのような場を作っていただきありがとうございま

した。 

 私も球磨村のラフティング会社に勤めさせていただいていて、お手伝いとい

うかたちでボランティア活動もさせていただいてたんですけれども、事務員だ

ったので専門知識とかはないんですけれども、昔、私が都会のほうに住んでい

て、川というものが、都会の川というのが予想と違っていたんですよ。自分が

住んでいた町の球磨川というのが、すごいやっぱりきれいだったし、もちろん

川辺川もそうですけれども、もうただただ川のきれいさ、今回被災に遭われた

方にはちょっとなんとも言えないところもあるんですけど、このきれいな川が

ダムが作られたことによって、子どもが遊ぶ場所だったり、汚れとか臭いとか

があるというのはちょっと考えられないし、川があって私は帰って来たってい

う部分もあります。 

 今、私は被災された方のお宅に物資を配る活動を個人でやっているんですけ

れども、ダムのお話をたまにすることがありまして、反対とか賛成とかってい

うお話を決してこちらからすることはないんですけれども、誰一人として、被

災されているんですけれども、作ってほしくないというお話を伺っています。 

 その中でも、何度も水害に遭われたお宅もありまして、その方は人吉のほう

で商売もされているんですけれども、商売されてるところも被災に遭われてい

るんですけれども、それでもこの川の恩恵、人吉が球磨川・川辺川からいただ

いている川の恩恵というのをこの一度の水害でこの先一生、ダムを作ることに

よってそれがなくなるというのは考えられないっていうご意見をよくいただい

ています。 

 私も昔、市内のほうで飲食店を少しお手伝いさせていただいてたんですけど、

その時も観光のお客さんもありきの、人口が少ないから、やっぱり川の美しさ、

自然の良さがあってここでゆっくり過ごせるという、このストレス社会もある

ので、その良さを崩してほしくないなというのは正直思います。 

 あと、この会を予約する際に、ちょっと思ったんですけど、正直いろんな行

きにくい方もいらっしゃると思うのと、被災されている方限定でされたという

ことに少し疑問を持ちまして、治水、ダムについて思っている方はたくさんい

らっしゃると思うんです。 

 こうやって意見をするにも私も専門知識がないので正直、怖かったんですけ

れども、ちょっと勇気をもって予約させていただいたんですけれども、お知ら

せも正直遅かったと思います。 

 これは誰に聞かれましたかって、予約担当の方に言われまして、ご友人の方

かホームページの方かという二択で伺われました。そのぐらい多分、広告を公

にされてないのかなとも思いました。 
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 もう少しこういう対策をされるのであれば、地域の方の、作られるにしても

作られないにしても、皆さんの意見をもう少し汲み上げてほしいなと思います。 

 あとは今被災状況の中にある皆さんの生活の復興をまず先にしていただきた

いということと、ちょっと過去の話にはなるんですけれども、コロナの関係で

ボランティアを県内ボランティアに限定されたことによって、少し進行が遅れ

ていると伺っています。クラブボランティアの方にも聞いていますけど、私は

知識はないんですけれども、人から聞いた話で申し訳ないんですけれど、あま

りにボランティアさんの人数自体がコロナの関係で少なすぎるから、復興は少

し時間がかかると、範囲は狭いけど時間がかかるのを考慮して地元の人がして

いかなくちゃいけなくなるかもしれないよと言われました。 

 県内ボランティアの方もご尽力いただいたことはすごく感謝しています。コ

ロナに関しては難しいところもあると思うんですけれども、だからこそもう少

し対策をしていただきたい。もうちょっと明確なことはわからないんですけれ

ども、カビが生えたおうちでテントで住まわれている方もまだいらっしゃいま

す。 

 で、咳きこまれたりしてます。体調を崩して鬱になられている方もいらっし

ゃいます。実際に話をしています。 

 そういう方々のケアを、耐えてばかりはいられないんですけれども、正直そ

の被災者さん本人たちが発信が難しいので、代弁させていただきました。 

 この治水対策も大事なのかもしれないですけれども、まずは人々の安心でき

る生活を、そのための治水対策なのかもしれないんですけれども、今、目の前

にいる方々の安心と安全をぜひ考えていただきたいと思います。 

 すみません。長くなりました。よろしくお願いします。 

 

【発言者⑯】 

 僕も２階建ての家の屋根が見えなくなるまで、１ｍぐらいのとこまで水に浸

かりました。この中で思ったのは今度の洪水はどうしようもなかったんだろう

とは思いました。まず２００８年頃、蒲島知事が川辺川ダムを作らないと決断

されたことは本当に正しかったと思います。 

 現在の治水のあり方は、２００８年頃の考え方と違うとか、ダムによる治水

を考える人が多くなったというようなことをニュースで何度か聞きました。 

 でもこれも今回の洪水での被害が川辺川ダムがあれば６０％ぐらいの水害が

防げたのではないかと言われたために皆がダムのほうに動いたんじゃないかな

というような感じも受けました。これが最初に僕が感じたことです。 

 こんな中でのダムの建設というのは僕らとしては納得できません。僕らは川

のそばにいますけれどもダムが出来たからといって、球磨川の水が溢れないと
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いうことは絶対にないと思います。 

 僕が小さいときに球磨川の水はもっと深かったです。今は本当にさっき誰か

が言われましたけども、背が立たないぐらいあって、きれいな砂地だったんで

すよ。今はどういう砂、土かというともう本当にずぶずぶと入ってしまうよう

な川底なんですよね。これはやっぱり水の流れが止まったからなんですよね。 

 ダムができればどうしても流れが緩くなってしまって、ドロドロの水がその

場その場でどんどん溜まっていくんですね。そういうことがあるから水害とい

うのは増えるんじゃないかと思います。 

 こういう中で川辺川ダムまで作られると、これが益々ひどくなるんじゃない

かな。ラフティングの人も言われましたけど、本当にそう思います。 

 今、大事なのは人吉なんかでも過疎化になりつつあるような中で、川と温泉

ですよね。球磨というのはそういうところですね。 

 こういう中で皆生活されて頑張っておられるんですよね。水害というのはか

け離れないんで、ダムを作ってなんていうことをいうのではなくて、自然の中

で川と温泉を守っていきながら、地域を考えてもらわないといかんと思います。 

 あと球磨村というのは特に川幅が狭くなってますので、上のほうは平地が多

いです。あさぎり町とか錦町なんかは、ただその辺の遊水地が出来るぐらいあ

れば水がこれほど溢れることはないと思うんですよね。 

 だからまず河岸の改良というのをもうちょっと考えてもらいたいというのが

一番です。それと併せて先ほど皆が言われたんですけど、高台移転とか道路を

もうちょっと高くする。それとか現在の場所に住みたいという人であれば、そ

この地域をできるだけ地面をかさ上げしてその先に家を建ててもらうとか、そ

ういう対策をしてもらうというのがダムを作ることよりも大事じゃないかなと

思います。 

 昔、ダムが出来て堤防が出来るまで川幅はもっと広かったと思うんですよ。

なんでかというと堤防が出来たことによって川が狭くなった。そのために流れ

が大水のときには一気に流れてしまう。 

 昔は堤防なんかなかったので、その辺一帯が全部遊水地みたいにこの辺でも

なっていたんです。 

 その辺もやはり堤防が出来たことによって、こういう流れが速くなった。そ

れによってまた僕らの地区よりもっと下のほうでは大きな流れになって水かさ

も増えて、大きな被害を受けたと思うんですよ。 

 そういう意味では僕は全くダムは反対しているということです。 

 なんとか自然での治水を考えていただきたいと思います。以上です。 

 

（以 上） 


